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1は じ め に

岩手県では,これまで酒造好適米としては,「美山錦」

を奨励してきた。しかし,「美山錦Jは品質,収量がやや
不安定であり,ま た,県内酒造業界からも県産のオリジナ

ル品種の開発が強く要望されていた。本報告では,育成の

過程で明らかになった「吟ぎんが」(旧系統名,岩南酒13

号)の主要特性について報告する。

2育 成 経 過

「吟ぎんが」は,岩手県立農業試験場県南分場 (現在の

岩手県農業研究センター農産部銘柄米開発研究室)におい

て1991年「山形酒49号 (後の出羽燦々)Jを母とし,「秋田

酒49号Jを父として人工交配をした雑種後代から選抜され

た品種で,1999年岩手県において奨励品種として採用され

た。

3 形態及び生態的特性

「吟ぎんがJは ,繹長・穂長は「美山錦」に比べやや短

く,穂数は「美山錦Jよ りやや少ない,長稗・穂重型の梗

種である (表 1)。 繹は「美山錦」並みに太く,倒伏抵抗

性は「美山錦」よりやや強い “中"である (表 1)。 粒着
密度は “やや密"で ,“無亡" お、先色は “黄自"である。
出穂期は「美山錦Jよ りやや遅く,成熟期は「美山錦J

並みかやや遅い,岩手県においては「中生の晩Jに属する

(表 1)。 いもち病抵抗性については,真性抵抗性遺伝子は

“Pj α"を持つと推定され,圃陽抵抗性は葉いもちが “中",

穂いもちが・やや弱"である (表 2)。 障害型耐冷性は
「美山錦」よりやや強い “強" 穂発芽性は 'や や難"で
ある (表 3,4)。

表 1 生産力検定試験結果 (育成地 ,1996～ 1998年の平均)

品種名  施肥 比率  千粒重  等級
(月 日) (月 日) (0-5) (cm)__(側 )_(本)_(kg/a)_(%) (g)_____

吟ぎんが 夢脂 &♀  &`:  l:  :l: ::1 ::: :1: |% `:: Y
美山錦  夢肥 ::  ;;:  :1  1::: |&: ::: 計! l:: ::: T
注

メ 纂ま自ふ 縞 農鶴。

1等 :&2等 生 3等 L外 6と して平均値林 した。

表2 葉いもち・穂いもち抵抗性検定結果 (育成地 11996～ 1998年の平均)

(0～ 10)             (月 日)   (0～ 10)
吟ぎんが      Pi α      54       中      810     69     やや弱
トヨニンキ

キヨニシキ

Pi α
Pj α

52     (強 ) 810     52    (強 )

53 88(やや強) 66 (中 )
ササニンキ     Pj α      61    (や や弱)    811     82    (弱 )

注 1)葉いもちは育成地において畑晩播による。
2)穂いもちは金ケ崎町六原現地圃場での試験結果。
3)判定 ( )内は基準品種の判定基準。
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表3 障害型耐冷性検定結果 (水稲育種研究室)

品種名    出穂期  稔実歩合   判定
(月 日)   (%)

吟ぎんが

美山錦

825

イプキワセ    822    368    (強 )

トドロキヮセ   822    458   (極 強)
キヨニシキ    823    196  (や や弱)

注 1)1997,1998年 の平均値で示した。
2)判定 ( )内は基準品種の判定基準。

表4 穂発芽性検定結果 (育成地)

品種名 発芽率      判定
(%)

やや難
やや難

(中 )

トヨニシキ     560     (や や易)

注 1)19961997年 の平均値で示した。
2)判定 ( )内は基準品種の判定基準。

収量性は,「美山錦」並みであり,玄米千粒重は,「美山

錦」に比べ 28程度重い (表 1)。 玄米品質は,心自の発
現率が「美山錦」より高 く,醸造用玄米としての品質は

「美山錦」にやや優る
1'(表
1)。

416    強
826    274   やや強

4酒 造 特 性

「吟ぎんが」は,70%精米の吸水が「美山錦」より早く

く,蒸米吸水率も高い (表 5)。 また,粗タンパク質含量 ,

精米時の無効精米率+砕米率の値 も「美山錦」より低く

(表 5),醸造特性は「美山錦」にやや優る。

1997年産の「吟ぎんが」を用いて醸造した試験酒の官能

評価は,新酒時及び8ケ 月保存後の両方において,「美山鋼

並みかやや優る結果が得られた (表 6)。

5 栽培上の留意点

施肥量は美山錦に準ずる。追肥時期は減数分裂期を基本

とし,玄米のタンパク質含有率が高まるので出穂期以降の

追肥はしない。穂いもち抵抗性は “やや弱"な ので,葉
いもちの発生に留意し,適期防除に努める。
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表 5 酒造特性一覧 (岩手県工業技術センター,1996～ 1998年の 5試験の平均値)

吸水率   Brix品種名 千粒重 酸度 パク質 +砕米率
(g)   20分    120分   (%)         (ml)   (%)    (%)

吟ぎんが    260   287   298   330   ■ 3   092   47     94
美山錦     245   267   278   315   112   084   52     H8
酒米として  高い方  高い方  高い方  高い方  高い方  少ない  低い方   少ない
適する方向  が適   が適   が適   が適   が適   方が適  が適 方が適

注 1)飾 い目 :20mm 2)玄米千粒重 :水分138%調製後の値
3)自米は見掛け精米歩合70%± 1%で調製した。 4)粗 タンパクは乾物換算値
5)成分値は標準試料で補正した数値

1997年産)

加重平均

200

表 6

躊　一』
螺　一離

加重平均

207
286

吟ぎんが    B社
美 山 錦    B社

10      5     1

0    16    0
注 1)鑑評結果Э,②ともに値が小さいほど良好。
2)鑑評結果①は1998年 2月 10日実施。パネル16名 (美山錦を鑑評値=2)と して評価。
3)鑑評結果②は1998年 10月 6日実施。パネル14名
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